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　研究目的：CAMPの定量法については多くの方法が

発表されてきたが，その申近年になって開発されたra－

dioimmunoassayおよびProtein　kinaseの標品を用い

るcompetitive　protein　binding　assayが感度，操作の

簡単さ，妨害物質に対する鈍感さ等の点で断然すぐれて

いる．私達はradioimmunoassayで定量を行なってい

るが原報の方法よりも更に簡単迅速な実施法の確立を試

みた．

　方法：Steiner等の方法によって抗原を作り，4匹の兎

に免疫処理を行なった．えられた血漿にっいてCAMP

とのbindingを調べ，解離定数の最も小さいものを使用

した．また放射性のハプテンとして1呵化合物を用いる

代りに3H　CAMPを用いた．

　成果：B・Fの分離法として（1）2重抗体法（原報の

方法）　（ii）硫安法，　（iii）Millpore法を比較した所，

いつれも同じような結果を与えたが，（i）は多量の第2

抗休が要る上に操作が面倒で処理に長時間かかるし，

（ii）はぱらつきが多いという欠点がある．　（iii）は第2

抗体が不要で，ぱらつきも少なく，操作が簡単で短時間

に多数の試料が処理できる．現在routine　assayには適

当に混ぜ合わせた反応液を0°Cで1hrインキュベート

し，緩衡液で浸したMillpore　filterで濾過し，洗條後，

濾紙に保持された結合CAMPの放射能を測定している．

私達の実験では非放射性のCAMPの濃度の対数とCA

MP結合の放射能の間には直線関係が事実上成立しない

が，次式によって検量曲線を直線に変換できる．

　　　　　　　C・／C・一・＋k義。

　Co：－SonMの3H　CAMPを加えた場合の結合CA

MPの放射能．　Cs：SonMの3H　CAMPとSnMの

非放射性CAMPの混在した時の結合CAMPの放射
能．K：一解離定数，

　結論：本法では0．3～50pmoleのCAMPが簡単な

操作で定量できる．
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